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本研究は、福島県浪江町のスギ林において、樹冠通過雨中の放射性 Cs濃度形成機構と空間変動性について

調査を実施した。スギ樹冠下に設置した 12 個の雨水サンプラーを用いて、樹冠通過雨量と 137Cs 濃度を定量

し、それらの空間分布特性と樹冠構造との関係解析を行った。樹冠通過雨の 137Cs濃度は総雨量が増加すると

低減傾向を示したが、樹冠密度が高い地点では雨水に溶出する 137Cs の容量が多いため、雨量とともに林床へ

の累積移行フラックスが増加することが示唆された。 
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1. 緒言 

樹冠通過雨は樹冠から林床へ移行する 137Csの主要な経路であり、樹冠密度が高い地点でフラックスが多い

ことが報告されている[1]。事故初期は主に溶存態 137Csとして雨水に溶出し移行する成分が多かったが、樹冠

中の 137Csは時間経過とともに表面汚染から徐々に内部汚染に変化することが報告されている。よって、本研

究では事故から 8 年経過した現状の把握と、樹冠通過雨中の 137Cs 濃度形成機構を解明することを目的とし

た。 

2. 方法 

 福島県浪江町のスギ林を調査地として実験プロット（36 m2）を設置し、12 個の雨水サンプラーを用いて樹

冠通過雨を採水し、福島事故由来の 137Cs を溶存態、懸濁態に分けてそれぞれ測定した。現地調査は 2018 年

6 月から 2020 年 2 月までの期間に計 15 回行った。 

3. 結論 

観測期間中に樹冠通過雨により 5620 Bq/m2（初期沈着量の 0.12％）の 137Cs が林床へ移行した。全移行フラ

ックスの 62 %が溶存態であり、事故初期と比較して懸濁態 137Csの割合が増加していることが示唆された[2]。

樹冠密度が高い地点では、樹冠通過雨による 137Cs累積移行フラックスが大きくなる傾向を示した。また移行

フラックスが大きい地点では溶存態 137Cs の割合が高くなる傾向が認められた。以上のことから、樹冠密度が

高い地点では雨水に溶出可能な 137Cs存在量が多いため、雨量の増加とともに累積移行フラックスも増加する

ことが示唆された。 
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